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　毎月１回、キティで行われる誕生会。絵本サー
クルポポリンの会による大型絵本の読み聞かせ
や、体を動かすエビカニダンスの指導も。最後は
みんなで一緒に誕生月のお友だちをお祝いし、そ
うめんをいただきました。
　育児サポートサークルキティは毎週月曜日、円
山の生きがい交流センターで活動しています。

災害に強いまちづくりに向けて
　　防災資機材等備蓄施設整備など
　　　　　合計5,831万２千円補正

育児サポー
トサークル

キティ

みんなで仲良
くエビカニ～

！

　平成25年第２回定例会を６月12日に開催
し、補正予算を中心に、条例の制定など提案
された11の議案を審議し、原案どおり可決し
ました。
　また、４人の議員が一般質問を行い、さま
ざまな観点から町政に問いかけました。
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　防災備蓄品を集中管理するための防
災資機材備蓄基地としての活用を目的
に、旧江差税務署の土地・建物の取得
費等の補正予算が上程され、原案どお
り可決しました。
　現在の防災資機材は町有施設に分散
して保管（仮置き場）している状況に
あり、取得・供用することで、災害有
事における防災資機材の効率的な運用
に期待が寄せられます。
　旧江差税務署庁舎は、鉄筋コンク
リート２階建て、昭和 46 年に建設さ
れ、築 41 年を経過しこれまで配管・
床天井・外壁・外窓の改修が行われて
います。補正内容の内訳は右のとおり
です。
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現在、旧生涯学習センター、砂川浄水場等
に保管されている防災備蓄品の一部。

（右上）インバータ発電機（右下）避難所用
事務用品（左）缶詰パンとフリーズドライ
ごはんが入った備蓄食セット

６月12日　第２回定例会　補正予算

旧江差税務署を取得　防災資機材備蓄施設に活用
　　　　　　　　　 補正額　1,992万９千円

◆旧江差税務署（橋本町）
　土地　1,044.65㎡　建物　延 679.44㎡
◆補正内容
　・需　用　費　  76 万 4 千円（光熱水費及び修繕料）
　・工事請負費　100 万 3 千円
　　（設備改修工事他（ストーブ・湯沸器設置、電気工事））
　・公有財産購入費
　　　　　　　1,816 万 2 千円
　　　　　　　　（旧江差税務署土地及び建物取得費）

議員から質問！（Q は質問、A は回答） 

（Ｑ）上町集中というが、北部地区はどうする  
　　のか。

（Ａ）当面は１箇所集中としたい。今後、北部
　　地区での将来的な備蓄に関して検討してい
　　きたい。

５月 21日 全員協議会
　旧江差税務署の土地建物を取得
し防災備蓄施設として活用したい
と町長が説明。議員からは建物の
耐震性や取得価格等について質問
しました。
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補正事業
ピックアップ

≪防災資機材等備蓄施設整備以外のおもな補正事業≫

◆住民参加型高齢者生活支援対策推進　  175 万円
　地域で生活する高齢者が抱える課題について、地域
住民が意見を出し合い高齢者にとって住みよい地域づ
くりを目指す事業。講演会、意見交換会などの開催費用。

◆在宅型総合福祉施設（まるやま）
　運動器具整備　200 万円

　トレーニング機器（振動トレーニングマシン、体組
成計、トレーニングマット）の整備費用

◆文化会館大ホール調光設備改修　  　725 万円
　調光設備（舞台照明等を調光卓で操作するための機

材）の改修工事

会計名 今回補正額 補正後の予算額

一般会計 5,831 万 2 千円 46 億 4,867 万 5 千円

６月議会補正の状況

◆檜山広域行政組合負担金
   （消防庁舎外部建具改修）　　　 1,302 万円
　昭和 63 年に建設した消防庁舎の窓枠改修

◆青年就農給付金事業　　　　　　　150 万円
　新規就農者の支援補助
　　　　　　　　  （最長５年間、１人年間 150 万円）

◆経営所得安定対策（戸別所得補償制度）
　　　　　　　　　　　　　　　178 万 9 千円
　事務費、町地域農業再生協議会への補助等

◆普通河川豊部内川護岸復旧工事　　650 万円

消防庁舎及び腐食が激しい
正面の窓枠

現在の文化会館の調光設備

議
員
か
ら
質
問
！
（
Ｑ
は
質
問
、
Ａ
は
回
答
） 

  
住
民
参
加
型
高
齢
者
生
活
支
援
対
策
推

進
に
つ
い
て
、
町
内
会
等
も
巻
き
込
ん
で
こ
の

一
年
間
で
ど
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
の
か
。

混
乱
の
な
い
よ
う
仕
組
み
を
整
理
し
て
ほ
し
い
。

　

地
域
で
ど
の
よ
う
な
支
え
合
い
が
で
き
る

の
か
、
講
演
会
を
通
し
て
、
町
内
会
と
の
話
し

合
い
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
社
会
福
祉
協
議

会
や
町
民
福
祉
課
等
と
進
め
方
等
を
検
討
し
て

い
く
。

　

ま
る
や
ま
の
運
動
器
具
の
利
用
状
況
に
つ

い
て　

一
日
最
大
で
十
四
人
が
使
用
。
二
台
の
器

具
で
工
夫
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
で
の
地
域
農
業

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
実
施
状
況
等
に
つ
い

て
　

協
議
会
で
は
現
在
、
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
作
成

に
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

　

文
化
会
館
の
調
光
設
備
を
改
修
費
用
で
計

上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
新
品
で
整
備
す
る
場

合
、
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。
施
工
業
者
に
機

器
の
補
償
も
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
交
換
機

を
使
用
し
、
既
存
施
設
を
改
修
す
る
も
の
。
全

改
装
す
る
と
約
九
千
万
円
ほ
ど
の
整
備
費
用
と

な
る
。
補
償
に
つ
い
て
は
、
施
工
業
者
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

A QA QA QA Q
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質疑は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再々はそれぞれ再質問、

再々質問を表します。

一
般
質
問

四
議
員
が
町
政
を
問
う

◆平成24年度各会計決算見込み
◆平成24年度水道事業会計決算概
　要
◆ＪＲ江差線廃止に伴う代替バス運
　行事業者の決定
◆砂川地区産業廃棄物最終処分場の
　建設計画
◆寄附採納
※報告の内容は７月号広報に掲載さ
れています。

◆北海道町村議会議員公務災害補償
　等組合規約の一部変更
◆北海道市町村総合事務組合規約の
　一部変更
◆平成24年度一般会計継続費繰越
　計算書の報告
◆平成24年度一般会計繰越明許費
　繰越計算書の報告
◆平成24年度公共下水道事業特別
　会計事故繰越し繰越計算書の報告
◆出資法人土地開発公社に係る経営
　状況の報告
◆過疎地域自立促進市町村計画の変
　更（檜山広域行政組合による消防
救急無線デジタル化に伴う事業を追
加するもの）

内　　容　除雪ドーザ
取得金額　1,184万4千円
契約相手　北海道川重建機㈱
　　　　　　　　　 　函館支店

◆新型インフルエンザ等対策本部条
例
　対策本部の設置に伴う必要な事項
について定めるもの。

◆平成24年度江差町各会計決算審
査特別委員会の設置
　平成24年度各会計決算について、
議長と議会選出監査委員を除く10名
の議員で審査のための特別委員会を
立ち上げました。
　委 員 長　室井正行　副議長
　副委員長　小野寺真　議員
◆議員の派遣について
　６月27日、札幌市で開催される北
海道町村議会議長会主催の研修会へ
議員を派遣することにしました。
◆社会文教に関する事務調査
　次のとおり事務調査を立ち上げま
した。
・学校整備に関する事務調査
・地域医療の充実・確保に関する事
務調査

行 政 報 告

そ の 他

財 産 の 取 得

条 例 制 定

その他審議内容等について
　６月議会で報告及び審議された内
容は次のとおりです。

議 員 発 議

工事請負契約の締結
工　事　名 契約額 契約相手

◆江差中学校改築建築　
主体工事（Ａ工区） 6億2,307万円 田畑・前田・本間特定建設

工事共同企業体
◆江差中学校改築建築　
主体工事（Ｂ工区） 5億242万5千円 亀田・ミツセ・辻久特定建

設工事共同企業体
◆江差中学校改築電気　
設備工事（強電） 1億752万円 三光・三和経常建設共同企

業体
◆江差中学校改築暖房　
換気設備工事 9,555万円 池田煖房・檜山配管特定建

設工事共同企業体
◆江差中学校改築給排　
水衛生設備工事 5,323万5千円 大明・ビオフレックス特定

建設工事共同企業体
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６月定例会　一般質問

萩
原
　
徹  

議
員
（
無
会
派
）

「
道
立
江
差
病
院
の
医
師
及
び

　
　

看
護
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
」

　
　  

確
保
を
強
く
要
請
し
て
い
く

町
長

　

研
究
資
金
貸
与
制
度
に
対

す
る
道
立
江
差
病
院
の
医
師

の
反
応
と
貸
与
申
出
の
実

態
は
。
貸
与
制
度
以
外
に
対

策
を
検
討
し
て
い
る
か
。
道

立
江
差
病
院
で
は
ど
の
程
度

看
護
師
が
不
足
し
て
い
る
の

か
。
江
差
高
等
看
護
学
院
の

卒
業
生
の
人
数
と
就
職
状
況

は
。
学
生
の
地
域
枠
確
保
の

実
態
は
。

　

今
年
度
制
定
し
た

医
師
研
究
資
金
貸
与
制
度
に

つ
い
て
、
常
勤
医
師
十
二
名

中
十
名
が
申
請
し
て
い
る
。

医
師
に
は
歓
迎
さ
れ
て
お
り

制
度
が
浸
透
す
る
こ
と
で
医

局
人
事
に
も
影
響
を
与
え
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
機
会

あ
る
ご
と
に
道
及
び
医
大
に

対
し
、
制
度
周
知
に
よ
る
常

勤
医
確
保
に
つ
い
て
強
く
要

請
し
て
い
く
。

　

貸
与
制
度
以
外
で
は
、
こ

れ
ま
で
病
院
と
の
協
議
で
知

識
を
地
元
に
還
元
す
る
取
り

組
み
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、

医
療
講
演
会
を
開
催
し
て
い

る
。
引
き
続
き
病
院
事
務
局

と
意
見
交
換
し
て
い
く
。

　

看
護
師
不
足
数
は
病
床
数

の
運
用
状
況
に
よ
っ
て
変
わ

る
た
め
、
必
要
な
正
職
員
看

護
師
の
確
保
に
対
応
し
て
い

く
。

　

道
立
江
差
病
院
に
就
職
し

た
の
は
一
名
、
江
差
高
校
か

ら
江
差
高
等
看
護
学
院
に
推

薦
で
一
名
。
看
護
師
確
保
は

地
元
学
生
の
確
保
が
効
果
的

で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と

連
携
し
看
護
学
生
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

実
態
は
三
割
を
確
保
で
き

て
い
な
い
。
道
で
は
対
策
と

し
て
二
十
三
年
度
か
ら
後
志

ま
で
地
域
を
拡
大
し
、
結
果

出
願
者
は
三
割
を
超
え
た
が

合
格
者
で
三
割
確
保
で
き
て

い
な
い
。
推
薦
枠
、
合
格
者

の
確
保
に
つ
い
て
強
く
道
に

申
し
入
れ
し
、
引
き
続
き
定

員
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。　

地
元
の
医
療
機
関
に

就
職
す
る
看
護
学
生
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
で

何
か
対
策
は
。

　

少
子
化

に
よ
り
入
学
者
が
四
、五
年

前
の
半
分
に
減
少
し
て
い

る
。
ま
た
看
護
学
生
と
研
修

の
際
に
意
見
交
換
し
て
い
る

が
、
半
数
が
都
会
に
就
職
を

希
望
し
て
い
る
。
さ
ら
に
看

護
師
も
四
年
制
の
学
校
に
進

む
こ
と
が
多
く
な
り
、
先
々

は
保
健
師
な
ど
を
希
望
し
て

い
る
状
況
も
う
か
が
わ
れ

る
。
引
き
続
き
奨
学
金
制
度

を
は
じ
め
、
具
体
的
な
対
策

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
く
。

 

「
子
宮
頸
が
ん
の

　
予
防
接
種
に
つ
い
て
」

　

予
防
接
種
の
副
作
用
に
つ

い
て
、
町
の
実
態
は
。

　

こ
れ
ま
で
対
象
者

二
三
二
人
に
対
し
接
種
者

一
八
二
人
。
接
種
後
に
副
作

用
等
が
生
じ
た
と
の
報
告
は

今
の
と
こ
ろ
受
け
て
い
な

い
。　

仮
に
副
作
用
が
出
た

場
合
の
町
の
対
応
は
。

　

町
予
防

接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会

で
調
査
等
を
実
施
し
対
応
し

て
い
く
。

　昨年８月 17 日に開催された町健康セミナー（町・檜山医師会
等主催・道立江差病院後援）の講演のようす。特別講演では道立
江差病院中田院長（当時）と寺井医長（当時）が座長を務めた。

町
長

再

再

健
康
推
進
課
長

町
長

健
康
推
進
課
長
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小
林 

栄
治  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
特
定
健
診
に
つ
い
て
」

　   

健
康
教
育
活
動
を
実
践
し
て
い
く

町
長

　

受
診
率
の
底
上
げ
が
必
要

と
思
う
が
、
二
十
五
年
度
具

体
化
に
向
け
て
の
個
別
対
策

は
。
集
団
健
診
の
開
催
場
所

や
回
数
な
ど
の
見
直
し
は
。

　

町
の
特
定
健
診
の

受
診
状
況
は
全
国
、
全
道
平

均
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
地
区
別
の
受

診
状
況
は
町
の
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
地
区
が
十
六
地

区
、
全
道
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
地
区
が
三
地
区
あ
る
。

第
二
期
計
画
で
は
こ
の
よ
う

な
地
区
を
重
点
地
区
に
設
定

し
、
個
別
勧
奨
等
に
よ
り
地

区
の
健
康
意
識
を
高
め
る
よ

う
健
康
教
育
活
動
を
実
践
し

て
い
く
。
開
催
場
所
に
つ
い

て
は
、
下
町
の
受
診
率
が
減

少
傾
向
で
あ
る
た
め
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
追

加
し
た
。
年
間
日
数
は
、
集

団
健
診
の
一
日
の
受
診
者
数

の
目
安
を
最
低
六
十
人
以
上

と
し
て
お
り
こ
れ
ま
で
の
実

施
状
況
を
踏
ま
え
日
程
と
会

場
の
設
定
を
し
て
い
る
。
今

後
も
受
診
率
向
上
に
向
け
効

率
の
よ
い
、
効
果
的
な
集
団

健
診
の
実
施
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

 

「
国
民
健
康
保
険
制
度

　
　
　
　  

に
つ
い
て
」

　

北
海
道
な
ど
国
保
の
広
域

化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
動

き
な
ど
は
把
握
し
て
い
る

か
。

　

今
の
と
こ
ろ
北
海

道
で
は
、
広
域
化
の
取
り
組

み
や
動
き
は
な
い
。
少
子
高

齢
化
の
加
速
す
る
な
か
で
は

制
度
の
抜
本
的
見
直
し
は

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
。
都

道
府
県
単
位
化
で
は
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
町

民
生
活
に
与
え
る
影
響
も
大

き
い
こ
と
か
ら
も
う
少
し
今

は
国
や
道
の
動
き
を
注
視
し

た
い
。

　

広
域
化
に
な
っ
た
場

合
、
国
保
料
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
。　

例
え
ば
北
海

道
の
国
民
健
康
保
険
料
を

均
一
化
す
る
と
仮
定
す
れ

ば
、
調
べ
た
範
囲
で
は
平
成

二
十
三
年
度
の
北
海
道
全
体

で
は
一
人
あ
た
り
九
万
三
千

円
位
の
国
保
税
額
と
な
る
。

こ
の
平
均
に
江
差
町
の
国
保

税
を
並
べ
る
議
論
で
推
移
し

て
い
く
と
約
一
万
円
位
高
く

な
る
と
い
う
粗
い
推
計
し
か

で
き
な
い
。

　

機
会
あ
る
ご
と
に

国
の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ

る
こ
と
を
訴
え
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
。

　

今
後
、
町
村
会
等

の
動
き
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国

政
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

 

「
保
健
予
防
活
動

　
　
　
　  
に
つ
い
て
」

　

町
の
平
均
寿
命
等
の
順
位

が
全
道
で
低
い
。
町
民
全
体

の
問
題
意
識
の
共
有
が
必

要
。
飲
酒
や
食
事
環
境
の
改

善
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
町
民
が
お
か
れ

て
い
る
現
状
把
握
は
。

　

特
定
健
診
等
第
１

期
実
施
計
画
の
結
果
で
わ

か
っ
た
町
の
特
徴
が
町
民
の

お
か
れ
て
い
る
現
状
の
把
握

と
な
る
も
の
。
結
果
を
踏
ま

え
健
診
後
の
特
に
有
所
見
者

に
対
す
る
保
健
指
導
が
疾
病

予
防
に
は
大
切
。
栄
養
士
や

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

協
力
も
得
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。
今
後
は
市
町
村
健

康
増
進
計
画
を
数
年
内
に
は

策
定
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

食
生
活
な
ど
健
康
状
態
を
調

査
、
把
握
し
、
保
健
予
防
活

動
を
推
進
し
て
い
く
。

　

保
健
計
画
の
資
料
で

は
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
い

る
人
が
二
百
六
十
名
、
予
備

軍
含
め
る
と
町
民
で
千
名
に

も
な
る
の
で
は
。
そ
の
現
状

を
踏
ま
え
る
と
、
職
員
の
増

員
や
配
置
転
換
、
臨
時
職
員

の
配
置
な
ど
で
運
動
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

命
の
大
切
さ
を
町

民
ひ
と
り
ひ
と
り
に
周
知
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
職

員
と
と
も
に
鋭
意
努
力
し
な

が
ら
計
画
は
考
え
た
い
。

健康推進のためノルディックウォーキングで汗を
流す体験会参加者。

町
長

町
長

副
町
長

町
長

再
々

町
長

町
長

再

再
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横
山
　
敬
三  

議
員
（
無
会
派
）

「
観
光
振
興
に
お
け
る

  

基
本
的
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
」

　
　  

既
存
の
観
光
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る

町
長

　

新
幹
線
延
伸
に
対
し
具
体

的
振
興
策
は
。
箱
物
に
よ
る

事
業
展
開
は
考
え
て
い
な
い

と
い
う
が
、
ソ
フ
ト
事
業
だ

け
で
効
果
的
策
を
生
み
出
せ

る
の
か
。

　

町
で
は
当
面
の
新

幹
線
対
策
と
し
て
三
つ
の
重

点
分
野
に
応
じ
た
ソ
フ
ト
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
一
つ

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
通
じ
て
地
域

の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す

る
こ
と
。
二
つ
目
は
Ｐ
Ｒ
戦

略
と
し
て
、
観
光
情
報
誌
掲

載
や
、
東
北
・
北
関
東
周
辺

エ
リ
ア
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
参
加
。
ま
た
民
間
団
体

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
映
像
の
製
作
等

を
行
う
予
定
。
三
つ
目
は
機

運
・
普
及
啓
発
を
目
的
に
江

差
来
て
ネ
ッ
ト
の
運
営
、
周

遊
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
、
観
光
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

制
作
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
地
域
や
関
係
団
体
等

と
連
携
を
図
り
、
既
存
の
観

光
施
設
を
有
効
に
活
用
し
た

対
応
が
必
要
で
あ
り
、
新
幹

線
開
業
へ
の
準
備
を
行
っ
て

い
く
。

　

江
差
に
は
観
光
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
の
が
現
実
。
効
果
を
外

か
ら
見
て
評
価
し
、
具
体
的

な
対
策
を
打
っ
て
は
ど
う
か
。

　

開
陽
丸

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
山
車
会

館
な
ど
箱
物
に
手
は
付
け
て

い
る
。
誘
客
に
は
民
間
の
役

割
が
大
切
で
、
手
を
結
ん
で

土
産
品
や
食
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
。今
後
も
支
援
・

指
導
し
な
が
ら
、
新
幹
線
開

業
に
向
け
準
備
す
る
。ま
た
、

情
報
発
信
が
課
題
。
地
道
に

売
り
込
み
を
し
て
、
江
差
の

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、
住

民
の
機
運
高
め
も
含
め
実
施

し
て
い
く
。

　

外
か
ら
の
目
を
取

り
入
れ
て
は
。
前
に
モ
ニ

タ
ー
制
度
な
ど
や
っ
て
い
た

よ
う
だ
が
、
効
果
は
。
も
っ

と
進
め
る
べ
き
。

 

　

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
現
在
考
え
て
い
な

い
が
、内
部
で
検
討
し
た
い
。

行
政
だ
け
が
発
信
し
て
い
け

ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
地
元
の
民
間
と
手
を
結

び
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
。

 

「
国
に
よ
る
地
方
公
務
員

  

給
与
削
減
要
請
に
つ
い
て
」

　

江
差
町
に
お
け
る
対
応

は
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
超

過
に
対
し
て
国
に
よ
る
交
付

税
削
減
の
見
込
は
。

　

国
は
地
方
公
務

員
の
給
与
を
国
家
公
務
員

に
準
じ
て
７
・
８
％
の
削
減

を
要
請
し
て
い
る
。
町
は

平
成
十
五
年
度
か
ら
独
自
削

減
し
、
十
一
年
間
の
平
均
削

減
率
は
７
・
１
％
。
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
１
０
０
・
２

で
あ
り
、
国
家
公
務
員
並
み

と
理
解
し
て
い
る
。
従
っ
て

今
回
の
給
与
削
減
は
見
送

る
。
国
は
７
・
８
％
に
見
合

う
分
の
交
付
税
を
一
律
削
減

し
、
町
の
影
響
額
は
最
大
で

四
千
万
円
程
度
の
減
額
を
想

定
。
国
は
自
治
体
が
取
り
組

ん
で
き
た
人
件
費
や
職
員
数

の
削
減
実
績
を
重
視
し
、
交

付
税
の
加
算
措
置
を
検
討
。

試
算
で
は
、
三
千
万
円
程
度

の
加
算
措
置
が
見
込
め
る
と

推
計
。
国
の
交
付
税
削
減
は

待
っ
た
な
し
の
情
勢
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
な
い

よ
う
町
政
運
営
に
努
め
る
。

　

１
０
０
・
２
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
は
二
十
四
年
の
四

月
時
点
。
今
年
、
７
・
８
％

の
削
減
基
準
の
四
千
万
円
か
。

計
算
し
て
金
額
が
増
え
る
の

か
ど
う
か
確
認
し
た
い
。

  

　

１
０
０

・
２
は
二
十
四
年
度
の
指
数
。

二
十
五
年
度
は
七
月
以
降
。

あ
く
ま
で
も
交
付
税
は
、７
・

８
％
を
一
律
削
減
す
る
と
い

う
意
味
。

　

交
付
税
の
削
減
は

町
民
全
体
に
影
響
す
る
。
地

域
の
状
況
、
給
与
水
準
な
ど

経
済
状
況
を
考
え
て
、
職
員

の
給
与
の
削
減
な
ど
で
協
力

を
求
め
て
は
ど
う
か
。

　

職
員
の
給
与
の

削
減
は
行
わ
な
い
。
地
方
自

治
体
の
給
料
は
自
分
た
ち
で

決
め
る
べ
き
。
国
に
左
右
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
交

付
税
と
い
う
形
で
国
に
縛
ら

れ
、
致
し
方
な
い
背
景
も
あ

る
。
こ
れ
ま
で
十
一
年
間
、

給
料
を
削
減
し
、
職
員
に
協

力
を
求
め
て
き
た
こ
の
実
績

を
評
価
し
た
い
。

町
長

再追
分
商
工
観
光
課
長

再
々

追
分
商
工
観
光
課
長

総
務
財
政
課
長

町
長

再再
々

町
長

　平成 26 年５月 12 日で廃止されるＪＲ江差線。廃
止日には函館バスによる代替バスの運行も決定してい
る。江差駅の入口にはゆるキャラ「しげっち」の観光
モニュメントが設置されている。
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小
野
寺  

真  

議
員
（
共
産
党
）

「
道
州
制
に
つ
い
て
」

　    

拙
速
で
あ
り
憂
慮
し
て
い
る

町
長

　

道
州
制
に
つ
い
て
町
長
の

認
識
は
。導
入
さ
れ
た
場
合
、

檜
山
町
村
会
等
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
し
て
「
反
対
」
の
立

場
を
国
に
あ
げ
る
べ
き
。

　

道
州
制
の
目
的
、

基
礎
自
治
体
の
在
り
方
な
ど

明
確
な
姿
を
地
方
自
治
体
や

国
民
に
示
し
、
な
ぜ
今
道
州

制
導
入
な
の
か
、
地
方
公
共

団
体
と
十
分
な
議
論
を
重
ね

理
解
を
得
る
こ
と
が
前
提
と

考
え
て
い
る
。
議
論
を
尽
く

す
べ
き
点
が
多
く
あ
る
中
で

法
案
の
提
出
は
拙
速
で
あ
り

憂
慮
し
て
い
る
。
北
海
道
町

村
会
と
し
て
も
道
州
制
に
つ

い
て
は
地
方
と
十
分
議
論
を

重
ね
る
よ
う
中
央
要
請
し
た

状
況
。
今
の
段
階
で
は
確
た

る
回
答
が
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。

 

「
水
道
事
業
に
つ
い
て
」

　
「
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
つ
い
て
。
会
計
基

準
の
見
直
し
に
よ
る
、
町
の

準
備
状
況
は
。

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
中
長
期
財
政
収
支
見
通

し
に
基
づ
く
施
設
の
計
画
的

な
更
新
を
施
策
と
し
て
お

り
、
今
後
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。
四
十
六
年
ぶ
り
の

会
計
制
度
見
直
し
に
よ
り
平

成
二
十
五
年
度
決
算
か
ら
本

格
的
に
適
用
さ
れ
、
昨
年

度
か
ら
シ
ス
テ
ム

の
変
更
準
備
を
す

す
め
て
き
た
。
公

営
企
業
会
計
の
明

瞭
性
の
向
上
に
向

け
取
り
組
ん
で
い

る
。　

漏
水
調
査

に
つ
い
て
、
現
状

の
漏
水
の
問
題

点
、
財
政
的
な
対

処
に
つ
い
て
。
上

水
道
の
管
路
図
に

つ
い
て
正
確
な
も

の
が
あ
る
か
。
地

域
の
水
道
に
つ
い

て
の
見
通
し
、
財

政
的
な
対
応
は
。

　

年
次
計

画
で
漏
水
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
漏
水
が
判
明
し
た
箇
所

は
管
を
復
旧
し
て
い
る
。
ま

た
、
手
書
き
の
図
面
に
都
度

工
事
を
行
っ
た
も
の
を
記
入

し
履
歴
が
わ
か
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
病
院
の
あ
る
柳

崎
地
区
に
つ
い
て
重
点
的
に

対
策
を
講
じ
、
今
後
の
計
画

策
定
に
つ
い
て
は
見
通
し
等

を
十
分
吟
味
し
な
が
ら
、
安

定
的
な
水
の
供
給
を
目
指
し

対
策
を
進
め
た
い
。

　

水
源
地
の
管
の
老

朽
度
や
改
修
に
つ
い
て
現
状

は
。
会
計
基
準
の
見
直
し
に

よ
っ
て
問
題
点
等
明
ら
か
に

な
る
の
か
。

　

民
間
の

会
計
に
近
い
実
態
と
な
る
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
勉

強
し
て
い
く
。
旧
北
部
地
区

の
浄
水
場
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
を
含
め
検
討
し

て
い
る
。
安
定
し
た
水
を
供

給
す
る
た
め
専
門
的
な
見
地

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

 

「
空
き
家
、
空
き
地

　
　
　
対
策
に
つ
い
て
」

　

空
き
家
、
空
き
地
対
策
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
方
は
。

　

空
き
家
対
策
は
、

相
続
者
の
連
絡
先
調
査
や
先

駆
的
政
策
を
調
査
す
る
な
ど

庁
内
各
課
と
連
携
を
図
り
、

対
策
検
討
を
進
め
る
。
町
有

地
は
草
刈
り
業
務
を
実
施
し

環
境
対
策
に
努
め
、
民
有
地

は
町
内
会
な
ど
で
相
互
協
力

体
制
の
中
で
環
境
美
化
運
動

に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
き
た

い
。　

空
き
地
等
で
蛇
や
虫

等
で
苦
情
あ
る
の
か
。
民
有

地
で
管
理
が
問
題
あ
る
と
こ

ろ
は
勧
告
す
る
な
ど
、
要
綱

等
で
考
え
方
を
整
理
す
る
必

要
あ
る
の
で
は
。　

苦
情
は

一
件
。
空
き
地
で
草
が
伸
び

る
、蛇
が
出
る
と
い
う
も
の
。

　

先
駆
的

な
自
治
体
等
を
参
考
に
し
、

空
き
家
の
有
効
活
用
も
含
め

ま
ず
は
研
究
し
て
い
き
た

い
。　

耕
作
放
棄
地
な
ど

も
含
め
、
苦
情
あ
っ
た
場
合

ど
う
す
る
か
な
ど
一
定
の
整

理
が
必
要
で
は
。

　

市
街
地
密
集

地
の
危
険
家
屋
に
つ
い
て

は
、
防
犯
上
か
な
り
心
配
が

あ
り
、
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
。法
的
な
こ
と
も
含
め
、

現
在
検
討
最
中
。
決
し
て
そ

こ
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
は
い

な
い
。

海岸町で起きた漏水現場での復旧工事作業のようす

小
野
寺
議
員
は
こ
の
他

に
「
水
産
資
源
保
護
に

つ
い
て
」
を
質
問
し
て

い
ま
す
。

町
長

町
長

再

建
設
水
道
課
長

再
々建

設
水
道
課
長

町
長

再

環
境
住
宅
課
長

再
々副

町
長

建
設
水
道
課
長
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委 員 会 情 報

　委員会では新幹線開通等を見据えたうえで、同拠点にお
ける地域振興と賑わいの創出について調査し、次のとおり
意見を付して報告する。
１）道立自然公園「かもめ島」の環境整備について
・多くの人が島上まで散策し保健や体育などに資する事業
の検討。また、その魅力を情報発信すべき。
・遊歩道防護柵整備はスピード感をもってあたり、緊急度
の高い箇所の施工など十分配慮すべき。
・用途目的を達した工作物等を安全性や景観上から速やか
に撤去等措置が必要。
・使用許可による建物物件について、屋根が応急的対応と
なっており安全面などからも所有者と協議し改善が必要。
・島下で使用許可している元売店建物の観光シーズン等に
おいての賑わいの創出や自然公園の利便性から有効的な活
用を検討すべき。
２）南埠頭について
　南埠頭の再編利用計画は検討を急ぐべき。特に港長期構
想計画に掲げている生活・観光ゾーニングや緑地部分は憩
える空間としての整備は不可欠。

３）みなとオアシスとしての活性化に向けて
　平成 23 年に「みなとオアシス」に登録され、いにしえ街道とともに中核を占めるゾーンであり観光の重要な拠
点のひとつ。新幹線開業に伴いＪＲ江差線の廃止、バス路線転換など交通アクセスに変化が生じ、交流人口の拡
大は地域の賑わいを創出するには不可欠な要素であり、情報発信と誘客の取り組みを積極的に進めるべき。ＪＲ
江差線代替バスの運行には「海の駅」近傍で乗降できる経路の設定など要請すべき。

　平成 23 年第３回定例会で事務調査を立ち上げ、３度
の中間報告を行ってきました。議会運営委員会（委員長
　小野寺　真）としての報告の概要は次のとおりです。
　「町民に開かれた議会はどうあるべきか」「町民の民意
に応える議会をどう作れるか」議論を重ねてきた。三度
の中間報告の通り、初めて対話集会の開催やアンケート
調査の取りまとめなどに至った。
　議員は、住民の代表である民意を把握して、それぞれ
の意思で政策の提言や監視することが議会の機能が発揮
され、町の活性化へ繋がっていくものと確信している。
議論し終えない事案も残ったが、本事務調査のテーマは
議会運営の本質と考える。町民が身近に見える議会運営
となるよう強く期待し申し送りして終結する。 ６月議会のようす

総務産業常任委員会『かもめ島周辺利用等に関する事務調査』

議会運営委員会『議会運営に関する事務調査』

　平成 24 年第４回定例会で事務調査を立ち上げ、４
回の会議と１回の現地調査を実施。総務産業常任委員
会（委員長　萩原　徹）としての報告の概要は次のと
おりです。

かもめ島現地視察で木柵の状況を確認
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意見書提出！
　６月議会では６件の意見書が提出され５本の意見書

を可決し関係行政機関へ提出しました。

◆地方財政の充実・強化を求める意見書

◆義務教育国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、

「30人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、就

学保障充実など2014年度国家予算編成における教育予

算確保・拡充に向けた意見書

◆道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直しと

地域や子どもの実態に応じた高校づくりの実現を求め

る意見書

◆原発のない北海道の実現を求める意見書

◆「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律」の早期制定を求める意見書　

議 会 の 動 き
5月1日
◆議会運営委員会（出席5名）
　・第3回臨時会の運営について
◆第3回臨時会（出席10名、欠席2名）
◆総務産業常任委員会（出席5名、欠席1名）
　・かもめ島周辺利用等に関する事務調査
5月9日
◆総務産業常任委員会（出席5名、欠席1名）
　・かもめ島周辺利用等に関する事務調査（現
地視察）
5月17日
◆総務産業常任委員会（出席6名）
　・かもめ島周辺利用等に関する事務調査
5月21日
◆議会運営委員会（出席5名）
　・第4回臨時会の運営について
　・第２回定例会の運営について
◆第4回臨時会（出席10名、欠席2名）
◆全員協議会（出席10名、欠席2名）
　・財産の取得について
◆広報特別委員会（出席5名）
　・6月号広報について
6月5日
◆道議長会総会
6月7日
◆議会運営委員会（出席6名）
　・第2回定例会の運営について
6月12日
◆第2回定例会（出席12名）
6月19日
◆石川県加賀市議会視察
6月24日
◆広報特別委員会（出席5名）
　・7月号広報について
6月27日
◆道議長会主催議員研修会
7月4日
◆月形町議会視察
7月11日
◆社会文教常任委員会（出席5名、欠席1名）
　・事務調査の方向性について
◆広報特別委員会（出席4名、欠席1名）
　・8月号広報について
7月19日
◆広報特別委員会（出席4名、欠席1名）
　・8月号広報について

新常任委員が決定！
　６月議会において、各常任委員、議会運営委員、議

会広報特別委員が改選されました。新しい委員構成は

次のとおりです。
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◆総務産業常任委員会

委 員 長　若山　明廣

副委員長　小林　栄治

委　　員　小笠原　満

　　　　　薄木　晴午

　　　　　室井　正行

◆議会運営委員会

委 員 長　飯田　隆一

副委員長　横山　敬三

委　　員　薄木　晴午

　　　　　室井　正行

　　　　　小林　栄治

◆社会文教常任委員会

委 員 長　大門　和子

副委員長　横山　敬三

委　　員　飯田　隆一

　　　　　小野寺　真

　　　　　小笠原淳夫

　　　　　萩原　　徹

◆議会広報特別委員会

委 員 長　萩原　　徹

副委員長　小笠原淳夫

委　　員　小野寺　真

　　　　　若山　明廣

　　　　　大門　和子


